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調査・事例収集の報告③  人の移動に関する実践事例調査 

 

（1）調査の概要 

・ 地域への人の移動の実践事例の収集と、そのプロセスの分析を行い、今後、

地域への移動を行う人への参考として取りまとめを行った。 

・ 具体的には、最近の傾向として、地域に移動して、その地域の活性化に貢献す

る人や二地域居住などの新しい移動の形態が見られるため、各種文献調査及

びヒアリング等により、地域活性化貢献型の地域への移動や、二地域居住の

実践事例を中心に候補を抽出した。そして、各事例について、移動の実行まで

の経緯や、移動後の活動状況について詳細な調査を行い、そのプロセスを分

析した。（うち、二地域居住者は終了）  

 

（2）結果のポイント 

・ 移住前に田舎暮らしを体験したことがあり、田舎暮らしに対して良い印象を持っ

ている。 

・ 田舎暮らしは、個人的な事情（親との同居等）による他、田舎でなければ得るこ

とができないライフスタイル（例：自然の中での生活）を得る目的が見られる。 

・ 移住先の住居の情報は、不動産関連の雑誌の他、現地の不動産業者や現地

住民から収集を行っている。 

・ 移住前に移住先の住民等との交流があり、現地の生の情報をある程度得てか

ら、移住を行っている。 

・ 移住前に培ってきた自身の仕事上のスキルや知識が、移住後に地域活性化に

つながるケースが見られる。 

・ 二地域居住者は、平日は仕事を行い、週末に田舎暮らしを行うというパターン

である。 

・ 定住者は、家族とともに、移動を行っている。 
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出来事 影響と効果分析

■友人から、仕事があってもスローライフの
別荘暮らしが可能（二地域居住生活）という
話を聞き、自分もぜひ持ちたいという気持ち
となる。

■平日は仕事があるため、週末に、富士五
湖方面、八ヶ岳、信州、軽井沢、榛名山、赤
城など何度も別荘地や地域の不動産物件
を探す。

■53歳の時に、赤城山に土地を購入する。

■54歳の時に、ログハウスが完成する。

■自分のコンサルティング経験や、二地域
居住的ライフスタイル実践者の話をもとに、
二地域居住的ライフスタイル普及のために、
セルフビルド村の地域活性化モデルの企画
が浮かぶ。

■56歳の時に、赤城山の自治体に本件（地
域活性化のための人材誘致モデル）を提案

ログハウスや田舎暮らしに関する
情報に接し知識が増えるにした
がって、関心が高まる。

比較段階においても、インターネッ
トの役割が大きいが、現地住民や、
不動産業者から得られる生の情
報も強く影響する。

特に身近な実践の話や口コミ情報、
同世代の新たなライフスタイルの
情報に大きな影響を受けている。

職業（コンサルタント）と、現在の生活
スタイルを生かした地域活性化に取
り組みたいと考えるようになる.

購入の決め手は、別荘地内である
ためインフラが整備されている点や、
自宅から2時間以内で行くことがで
きる点、日帰り温泉が近隣にあるこ
とであった。

若いころのアウトドア体験は、３０
代、４０代５０代となっても形を変え
ながら続いている。

登山ブーム
（1960年代前後）

田舎暮らしに関する
雑誌の相次ぐ出版

1980年代後半～1990年代

第２次ログハウスブーム
(2000年～）

インターネットの普及
（2001年頃）

八ヶ岳に別荘を持つ知人が、週
末に別荘暮らしを始める.二地域
居住のライフスタイルを目の当た
りにする.

赤城村第四次総合計画
(2004年3月） 知人を通じ赤城山の自治体の村

長を紹介される

地域活性化のための移住者コ
ミュニティも設立準備・勉強会開
催

自然への憧憬が強く学生時代は
ワンダーフォーゲル部に所属。社
会人となってからも、山登りや
オートキャンプを楽しむ生活が続
いていた。

ログハウスに興味があり、専門誌
も購入し、情報収集を行っていた

ネットや専門誌で情報を収集し、
セルフビルド教室にも通い、念願
のミニログキットを購入。片道２
時間かけて、ログハウス作りを、
約４ヵ月間かけて行う。

↓

第３次田舎暮らし
ブーム

(1990年代：バブル
崩壊後）

■東京で生まれ育ち、東京の大学へ進学
する。

■大学を卒業し、東京で就職する。

ログハウス建設し、片道２時間の二地域居住事例の概要事例
二地域居住①

■基本情報
性別：男性（５６歳）
職業：会社員
現住所（出身地）：東京都練馬区（同左）
二地域居住先：群馬県赤城

経緯：アウトドアに興味があり、ログハウスや田舎暮らしの情報収集を行う。平日は、会社勤務のため、週末や休
みを利用し、群馬県赤城山に購入した土地に４ヶ月かけて小規模なログハウスを自分で建てる。現在は、コンサル
ティングの知識を活かし、赤城山地域活性化を行うために脱都会派による赤城地域サポーターモデル（赤城地域
学、セルフビルド村、地域振興のための二地域居住・交流人材誘致、国際交流など）を村長に提案を行っている。



出来事社会的背景 影響と効果分析

■長野で知り合った妻と結婚する。

■三鷹市から子育てサイト事業の委託を受
けたことをきっかけに、生まれ育った三鷹の
母校を訪れ、落ち着きのない生徒の様子に
驚く。

■教育学の教授との討議を通じて、子育て
のあり方について、さらに深く考えるように
なる。また、帰省時の子供の生き生きとした
様子から長野への移住を考え始める。

■移住先の県内の土地を探す。

■地元の不動産関係者の紹介から、茅野
市の現在の土地を購入し、家は自身で設
計して、建築を行い、完成と同時に家族が
移住。自身は二地域居住を行うようになる。

■茅野市にて、合併問題や地域活性化の
ための勉強会を開催する。

地元の不動産関係者は、役所関係
のネットワークでのつながりであり、
そのようなつながりが無ければ、土
地を得ることは難しかったと思われる。

空き家はあるものの、市場に出回っ
ていないため、土地は結構探したが、
当初はあまり良い物件が見つから
なかった。

長野県は硬くて保守的というイメー
ジがあったが、仕事を通じて、中の
様子も分かるようになった

相次ぐケーブルテレビ局
の開局

（1980～1990年代）

次世代育成対策支援法
三鷹市が先行策定市区町村に指定

（2004年7月）

茅野市合併問題
（2002年～）

仕事を通じて教育学の教授と知り
合い、影響を受ける。

茅野市にて地元特産品
の検討

■正式に茅野市の地域活性化の事務局を
立ち上げ、事務局長に就任する。地元の特
産品としてワインなどの検討・提案を行う。

ＴＶ番組を制作する仕事に従事し、
長野県の松本市の役場の人と
ケーブルテレビ制作を通じて親し
くなり、県内の様子を知るように
なる。

長野県松本市へ定期的に帰省す
るようになる。

子育てサイト事業を請け負う。

三鷹のまちづ
くりの限界を
感じる。

知り合いの茅野市職員とともに合
併問題を話すようになる。

国土交通省が茅野で開催した
フォーラムに出席し、地域の問題
を学ぶ。

移住のきっかけは「子育て」環境を変
えたいという思いが強い
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■東京で生まれ育ち、東京で就職する。

二地域居住先で地域活性化の活動事例の概要
事例

二地域居住②

■基本情報
性別：男性（４5歳）
職業：まちづくり株式会社
現住所（出身地）：東京都三鷹市（同左）
二地域居住先：長野県茅野市

経緯：三鷹市で生まれ、地元の中学・高校に通うなど、これまで地元で生活する。２年前に、長野県茅野市に自宅
を設計、施工し、妻と子、自身の親も一緒に移住をする。自身は、株式会社まちづくり三鷹で平日は勤務を行って
いるため、単身赴任となり、２時間かけて週末に通う生活である。現在は、茅野市の地域活性化を行うための行
政と民間の茅野まちづくり研究会を立ち上げ、シンポジウム、協働のまちづくり等の企画立案を行っている。



出来事社会的背景 影響と効果分析

■夫の定年後は、都会に暮らすよりも、自
然の中で暮らすことを考える。

■「田舎暮らしの本」に、地方の不動産物件
情報が掲載されていることを知る。

■48歳の時に「田舎暮らしの本」から物件
情報を抽出し、不動産へ照会を行う。長野
県の飯田市、福島県のいわき市、愛知県な
ども見たが、条件に合致しなかった。

■51歳の時に中之条の土地を購入。家は
地元の業者に建築依頼し、完成と同時に夫
が移住する。

■移住者との付き合いが始まる

①都心から近い②予算（土地は
1,000万円程度）③環境が良いという
場所を考えた場合、100点ではない
が、中之条の物件がよかった。

物件情報は「田舎暮らしの本」を検
討しただけであり、雑誌の効果は
大きい

長野県の出身であり、田舎暮らし
がどんなものかは理解していた。

人付き合いの煩わしさが無いところ、
ということで、できるだけ知人や親戚
がいない場所を選ぶ。

■夫が定年を迎える。

地元の人たちとの付き合いはあるが、
まだ一部であり、ほとんどが移住者と
の付き合いである。

田舎暮らしに関する
雑誌の相次ぐ出版

1980年代後半～1990年代

妻は、東京で不動産会社を経営
しているため、夫の意向も尊重し、
二地域居住となる。
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■長野県で生まれ育つ。

■22歳の結婚を機に、東京での生活を始
める。

夫の移住に伴い、妻が二地域居住
事例の概要事例

二地域居住③

■基本情報
性別：女性（55歳）
職業：不動産関連
現住所（出身地）：東京都（長野県）
二地域居住先：群馬県中之条町

経緯：1998 年に中之条町の北部にある岩本地区にて山の斜面を含む土地を取得する。最初は敷地内にコンテナハ
ウスを建て、寝泊りをしていたが、2001 年に定住のための住まいを建築し、夫のみが単独移住をする。妻は東京で
不動産関係の仕事をしているため、平日は勤務し、毎週末夫婦の時間を過ごすために、東京ー群馬の二地域居住
生活を送っている。現在は、 移住者同士の交流も生まれ、横のつながりがでてきており、このようなライフスタイルを

楽しんでいる。



社会的背景
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出来事 影響と効果分析

■30歳で子供が生まれる。

■会社で主任への昇進時期となり、32歳の
時に思い切って会社を辞め、家族で山口に
戻ることを決意する。

■32歳の時に山口県Ｕターン希望者として
登録し、地元の広告代理店に就職が決定
する。

■39歳の時に、地元ＳＯＨＯ支援の仕事に
関わるようになる。

■「きららネット」を本格的にマネジメントす
る。

夫婦共に山口に実家があり、妻に
他に兄弟がいないこともあり、お
互い両親の世話を将来したいとい
う、同じ思いを持っていたことがＵ
ターン決定の大きな要因である。

両親の世話を地元で行うことが目
的であるため、他の地域との比較
は行っていない.

東京と山口における仕事や暮らしの
環境の変化が、地元活性化のため
の問題意識を生み出している.

実家に一緒に住むことが移住の前
提となっており、住居確保の心配は
していない.

子どもが３才になる前に、保育園
や幼稚園のことを検討し始めた。
安全で豊かな環境で子どもを
育てたいと考えた。

山口きらら博開催
(200１年７月～９月）

東京から帰って、それまで考えた
こともなかった地域のことを考え
るようになった。視野がどんどん
広くなった

夫婦共に山口に実家があり、両
親の世話をするために、将来は
山口へ戻ろうと考える。

妻も、地元の高校に教師の職が
見つかり、就職する。

■山口で生まれ育ち、東京の大学へ進学
する。

■大学を卒業し、東京で広告代理店に就職
する。

■28歳の時に高校の同級生であった妻と
結婚する。

会社勤めはしたものの、将来的
には独立して起業したいという漠
然とした希望があった。

実家は、たばこ屋を経営する。

地元で仕事が見つかるかどうか
が不安であったが、実家がたこ
屋を経営するため、仕事が見つ
からない場合、店を継げばいい、
という安心感もあり、辞めること
を決意した。

■33歳の時に実家に両親とともに住むため
に移動する。また、36歳の時に勤めていた
広告代理店を退職すると同時に、自分で代
理店を立ち上げる。

■「山口きらら博」スーパーテーマ館ディレ
クターに就任。

■現在も、「県民活動きらめき村」や山口市
「街じゅうデニム」などを行う中心メンバーと
して、山口を活性化する事業に積極的に関
わる。

プロとして、お金をもらいながらま
ちづくりをプロデュースする人材
が少ないので、そのような役割を
担いたいと考える。

「きららネット」設立
(１９９９年１１月）

大きなイベントや出来事を通じて、ま
ちづくりへの思いが大きくなり、本人
も大きく成長している.また地元にお
ける本人の認知度も向上し、仕事が
くるという良い効果を生み出している.

特定非営利活動促進法
が制定される
(１９９８年）

阪神・淡路大震災を契機に
ボランティア活動が注目される

(１９９５年）
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Ｕターン後、地元で起業し、地域活性化事業に従事事例の概要事例
定住①

■基本情報
性別：男性（４３歳）
職業：会社経営
現住所（出身地）：山口県徳山市
移住前住所：埼玉県さいたま市

経緯：山口市で生まれ、地元の高校を卒業した後に東京の大学へ進み、そのまま東京の広告代理店に勤める。退職後、
徳山市の広告代理店に転職、その後地元を活性化する企画・制作事務所「ヒットクリエイティブオフィス」を設立する。そ
の後「山口きらら博」の県民参加を推進、サポートするボランティア組織「きららネット」事務局長に就任。きらら博終了後
も、「やまぐちのＳＯＨＯを応援する会」の理事に就任するなど、山口を活性化するサポートを全般的に行っている。

まちづくりの理想や挫折を経験し、山
口にはまちづくりプロデューサーが
必要だと感じる。また、自身の広告
代理店で培ったスキルを生かし、現
場の大手代理店一緒に、大型イベン
トの事務局作業を行う。



山口きらら博について補足説明事例
定住①

■「きららネット」について

●当初の立ち上げ目的と経緯：きらら博に県民が主体的に関わ
る方法を検討するための会議である「県民参加会議」にお
いて、県民自らが集まって運営する組織が必要との決定
があり、その「県民参加会議」に参加したメンバーが中心と
なって立ち上げた組織。

●参加メンバー：「県民参加会議」の参加メンバーは一般公募で、
個人や青年海外協力隊などのボランティア経験者、社会
福祉協議会の代表者、地域で自然保護をしている活動家
など15名と、オブザーバー参加者として会議に参加した県
民であった。

●参加団体：当初は手を上げた個人20名くらいが発起人となり、
新しい組織が出来た、という形であったが、その後きらら
博開催時には、きららネット正会員200人、事務局は10人
くらい、ボランティア参加は、会場おもてなしの参加だけで
延べ17000名の参加となった。その他にも、持ち込み企画
の主催者としてなど、さまざまなケースで、きららネットを介
して参加した人もいるため、全部で２万人位の参加と推定
される。

■「山口きらら博」について

●山口きらら博（やまぐちきららはく）：山口県山口市（当時吉敷
郡阿知須町）きらら浜で2001年7月14日から9月30日まで
の79日間開催された地方博覧会である。正式名称は「21
世紀未来博覧会」、通称「きらら博」と呼ばれている。ボラ
ンティアスタッフをはじめとする県民総参加による協働の
成果もあって、結果的に総入場者数は79日間で251万
4178人という成果を収めた。これは山口県の人口（約150
万人）を大きく上回るものである。

●スーパーテーマ館「山口元気伝説」：山本寛斎がプロデュース
したショーであり、平日１日２回、休日３回のショーで、１回
あたり、ボランティア出演者が１００～１５０名登場する。こ
れを７９日間、連続して公演を行った。出演者だけではなく、
裏方などでボランティアが大活躍するものであり、ボラン
ティア出演者や裏方達の一生懸命な姿を見て観客が感動
し、その感動している観客の姿を見て、ボランティアがまた
頑張る、という好循環を生み、大変人気が出た。

スーパーテーマ館「山口元気伝説」のショーの様子「山口きらら博」
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出来事 影響と効果分析

■着任後初めての新年に初日の出を見よ
うと、妻と二人で根室に向かったものの、吹
雪に道を阻まれ、やむなく霧多布湿原の民
宿に宿泊。次の日、湿原に広がる雪の平原
に感動し、住みたいと思うようになる。

■霧多布に通いつめ、食品会社の経験も
あり、霧多布に喫茶店を開業することを思
いつく。

■３３歳の時に、ちょうど通いつめていた民
宿の一角を喫茶店として貸してくれることと
なり、開業する。

■霧多布ファンクラブを結成し、会報の発
行や、霧多布湿原の価値をＰＲする活動の
他、湿原の民有地の地主から、土地の借り
上げによる湿原の保全を進めた。

■霧多布湿原がラムサール条約に登録さ
れた翌年の42歳の時に、霧多布湿原セン
ターの職員として迎えられる。

会社における環境に関する研修が、
影響を及ぼしている。

民宿での地元の人との交流が、そ
の後の活動に大きな影響を及ぼし
ている。

入会条件は「霧多布が好きなこと」と
いうことでファンを募っており、「環境
保護」と大上段に構えなかったことが
成功につながっている。

喫茶店を拠点とし、地元の人たちの
ネットワークが形成され、その後の
活動へとつながっている。

この時から、民宿の人とも仲良く
なり、頻繁に霧多布へ訪れるよう
になる。

当初から喫茶店に通っていた地
元の有志とともに結成をする。現
在の会員数は、２６７３人（全国）
地元１５５人にまで成長した。

これまで地元には喫茶店がな
かったため、地元の交流サロンと
して、多くの人が集まる様になり、
ネットワークが広がる。

↓

■東京で生まれ育ち、東京の大学へ進学
する。

■大学を卒業し、東京で大手食品会社に就
職する。

■会社の転勤で札幌赴任となる。

食品に関係するということで、会
社で環境についても学ぶ機会を
得る。

母方の実家の山梨へ夏休み毎に
過ごし、田舎暮らしを体験する少
年時代を送る。

会社に不満があったわけではな
いが、都会と比較すると生き物と
のふれあいや自然環境の中で
の暮らしの方が豊かな気分にな
れるということで、移住を決意す
る。

活動をより効果的に行うために、
環境に関する勉強を受けに海外
へ行く予定

ラムサール条約に
霧多布湿原が登録される

(１９９３年６月１０日）

■44歳の時に、霧多布湿原センターの所
長として、湿原のPR活動や、運営方針の立
案、ナショナルトラスト運動を行うなど、湿原
保全活動の中心となって活躍する。

ラムサール条約が
制定される
(１９７１年）

日本がラムサール条約の
締結国となる
(１９８０年）

退職後、湿原保全活動を行う事例の概要事例
定住②

■基本情報
性別：男性（６５歳）
職業：霧多布湿原センター所長
現住所：北海道厚岸郡
移住前住所：北海道札幌市

経緯：東京下町で生まれ育ったが、会社の転勤で札幌赴任となる。着任後、霧多布湿原に魅了され、まず同湿原
にて喫茶店経営を始める。その後地元の若者6人と霧多布ファンクラブを結成。その後霧多布湿原は、１９９３年ラ
ムサール条約に登録され、同年設立された霧多布湿原センターの職員として迎えられ、その後所長となり、さらな
る自然保護に向けた活動の中核を担う。
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出来事 影響と効果分析

■大学を卒業後、福岡で開業する。インプ
ラントの第一人者として、全国的に有名とな
る。

■定年の時期を迎え、息子に福岡の医院
を譲り、自身は長年の夢であった無医村地
域での開業を検討する。

■当初、現在とは別の土地での開業を検
討したが、開業予定の近隣の同業者（歯科
医）からの反対があり、断念する。

■子供の頃から慣れ親しんだ現在の大分
の地域では、歯科医院が無いことを知り、
開業をする。

■お年寄りが歩いて診療が受けられるとい
うことで、地元では開業を歓迎され、現在に
至る。

学生の頃の無医村の体験が、大き
な影響を及ぼしている。

自身の技術があるからこそ、地元で
受け入れられた、と感じており、田舎
暮らしでも、自身のスキルを持ち地
元に提供することが必要と感じてい
る。

地元で同業他社がいる場合、同じ
技術を持つ人の受け入れは軋轢を
生む

幼いころの自然体験が、現在の田
舎暮らしに大きく影響を及ぼしてい
る

過疎化の進展による
無医村地域の問題の顕在化

1937年～

米から審美歯科治療が始まり
世界的に注目されるようになる

(1990年～）

釣り好きの父親が所有する大分
（佐伯市）の現在の家に、定期的
に出かけ自然を満喫する

大学の授業にて、無医村地域に
出かけ奉仕活動を行い、将来は
無医村地域での開業をすること
を心に留める

↓

■福岡で生まれる。

■父親と同じ歯科医を目指し、九州の医科
歯科大学へ進学する。

自身も父親と同様に釣り好きであ
るため、仕事の合間に釣りを楽し
む

「医者は高齢になったら第一線か
ら退き、無医村地域で奉仕した方
がよい」という信条を持つ

佐伯市では過疎化の進展により
伝統の祭りの開催が中止となる

(2005年2月～）

大分県佐伯市と大分県南海部郡
の５町３村が合併して、
広大な新「佐伯市」が誕生

(2006年3月3日）

妻も、田舎暮らしには賛成をして
おり、夫婦で移住を行う

地域医療に従事する事例の概要事例
定住③

■基本情報
性別：男性（６３歳）
職業：歯科医
現住所：大分県佐伯市
移住前住所：福岡県福岡市

経緯：福岡市中心部で歯科医院を開業していたが、還暦を前に、学生時代からの夢だった地域医療に従事すべ
く、医院を息子に託し3年前に妻とともに木立地区に小さな歯科医院を開業。診療日は週4日であり、学会などで
月に数回東京や福岡市へ出かけることはあるものの、オフの日は１日中釣りをしている。
現在は、高齢化の進むこの地域のお年寄りから感謝され、求めていた本物の医療に出会ったとの思いを強くし
ている。


